
徳島大学大学院 (2011)〉 先端技術科学教育部 〉 化学機能創生コース (博士前期) [⇒English]

強相関物質科学 2単位 (選択)

Engineering of Correlated Electron Matter 川崎祐 ·講師 /システム創生工学専攻 電気電子創生工学コース 物性デバイス講座

【授業目的】電子間の相互作用がその物性に本質的な役割を果たすいわゆる強相
関電子系とそのエレクトロニクスへの応用について概要を知り，その理解の
基礎となる磁性と超伝導の基本概念を習得する．

【授業概要】強相関電子系物質では，従来の金属や半導体では見られない新奇な
現象―高温超伝導，金属絶縁体転移，巨大磁気抵抗等―が現れる．これらの
現象では電気伝導と磁性が密接に関係しており，電気伝導と磁性が融合した
エレクトロニクスへの応用が期待されている．この講義では，強相関電子系
とその応用について概要を紹介し，その理解の基礎となる磁性と超伝導の基
本概念を解説する．

【キーワード】強相関電子系，磁性，超伝導
【履修上の注意】授業を受ける際には，2 時間の授業時間毎に 2 時間の予習と 2 時
間の復習をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために
必要である．

【到達目標】強相関電子系とその応用について概要を知り，その理解の基礎とな
る磁性と超伝導の基本概念を習得する．

【授業計画】
1.はじめに ∼ 強相関電子系の特徴
2.磁性の分類と基本的概念
3.原子の磁気モーメント
4.固体中の磁性イオン
5.磁気モーメント間の相互作用
6.局在電子の磁性 ∼ 分子場理論とランジュバン常磁性
7.局在電子の磁性 ∼ ワイスの分子場理論
8.遍歴電子の磁性 ∼ パウリ常磁性と強磁性のストーナー理論
9.強磁性体の構造・分類と応用

10.超伝導現象
11.クーパー対の形成と BCS理論
12.磁束の量子化と超伝導磁束量子干渉計
13.第一種超伝導体と第二種超伝導体
14.新しいタイプの超伝導
15.マンガン酸化物とスピントロニクス
16.期末試験

【成績評価基準】試験により評価する

【教科書】特になし
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218253
【連絡先】
⇒川崎 (A棟 217, 088-656-9878, yu@pm.tokushima-u.ac.jp) Mail
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